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会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
穏
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
塩
尻
市
、
朝
日
村

を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
よ

り
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
対
策
の
一
年
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
数
名
の

陽
性
者
と
濃
厚
接
触
者
が
確
認
さ
れ
、
作
業
に
影

響
が
出
て
い
る
状
況
で
す
。
高
齢
者
が
感
染
す
る

と
重
症
化
し
易
い
の
で
是
非
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
上
半
期
の
実
績
は
前
年
比

２･

１
％
増
の
約
２
億
１
千
万
円
余
と
な
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
に
は
ま
だ
回
復
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

今
年
こ
そ
安
全
就
業
を
第
一
に
業
績
ア
ッ
プ
と

会
員
の
拡
大
に
努
め
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
役
職
員
、

会
員
の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
が
健
康
で
生
き
生
き
と
活
躍
い

た
だ
け
る
よ
う
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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世
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就
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シ
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就

業
機
会
の
確
保
が
図
ら
れ
る
中
、就
業

業
機
会
の
確
保
が
図
ら
れ
る
中
、就
業

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
安
全
・
適
正
就

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
安
全
・
適
正
就

業
や
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、デ

業
や
多
様
な
就
業
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ー
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へ
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応
、デ

ジ
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機
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創
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躍
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

長
期
に
わ
た
り
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染

症
に
位
置
付
け
ら
れ
、世
の
中
は
徐
々
に

以
前
の
賑
わ
い
や
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、円
安
等
を
起
因
と
す
る
物
価

高
騰
等
に
よ
り
貴
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

も
影
響
が
あ
る
中
、皆
さ
ま
方
の
創
意

工
夫
に
よ
り
活
動
を
継
続
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、会
員
の
皆
様
の
安
全
・
適
正
就

業
を
最
優
先
に
日
ご
ろ
の
事
業
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、就
業
の
み

な
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、様
々
な

形
で
地
域
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、社
会
参
画
を
推
進
し
、生
き
が

い
の
充
実
や
健
康
の
保
持
増
進
、ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
多
様
な
就
労
機

会
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー
事

業
の
果
た
す
役
割
の
重
要

性
は
よ
り
一
層
大
き
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、身
近
な
地
域
で
安
心
し

て
働
け
る
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、市
と

し
ま
し
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、「
自
主
・
自
立
、協
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
の
も
と
、会
員
の
皆
様
が
持

つ
卓
越
し
た
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
、地

域
社
会
の
活
性
化
を
支
え
る
担
い
手
と

し
て
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
、本
年
も
会
員
の
皆
様
が
健

康
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分
ご
留
意
さ
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事
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ご
活

躍
さ
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す
と
と
も
に
、益
々
の
ご
健
勝
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年
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９
月
14
日
に
大
町
市
の
大
町
商
工
会
館

に
て
５
セ
ン
タ
ー
の
役
員
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
S
C
連

合
会
宮
下
事
務

局
長
よ
り
「
シ

ル
バ
ー
事
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い

て
」
の
説
明
が
有

り
、
会
員
拡
大
、

安
全
就
業
の
推
進

に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。　

そ
の
後
、
大
町
市

生
涯
現
役
事
業
推

進
員
の
杉
山
講
師

に
よ
る
「
統
計
情

報
か
ら
学
ぶ
生
涯

現
役
の
す
す
め
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
生
涯
現
役
を
統

計
学
よ
り
ひ
も
と
い
て
熱
心
に
説
明
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
大
変
興
味
深
く
楽
し
い

講
演
会
で
し
た
。

　

第
3
回
は
9
月
20
日
、
第
4
回
は
10
月

18
日
に
各
2
ヶ
所
実
施
し
ま
し
た
。
各
現

場
共
に
安
全
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
猛
暑
の
日
が
続
き
、
身
体
的
負

担
も
多
い
中
、
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
水
分
補
給
等

の
時
間
も
合
間
に
入
れ
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
し
た
。

　

剪
定
作
業
で
は
三
脚
の
固
定
は
し
っ
か

り
さ
れ
て
お
り
、
電
動
工
具
を
使
用
し

作
業
効
率
、

身
体
へ
の
負

担
も
軽
減
で

き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
除

草
作
業
で
は

チ
ッ
プ
ソ
ー

と
ナ
イ
ロ
ン

コ
ー
ド
を
使

い
分
け
た

り
、
飛
石
事

故
に
注
意
を

払
っ
て
い
ま

し
た
。

　

引
き
続
き

作
業
看
板
の

設
置
や
飛
び

石
防
止
ネ
ッ

ト
や
ボ
ー
ド

を
積
極
的
に

活
用
し
、
事

故
を
未
然
に

防
ぐ
取
り
組

み
を
お
願
い

し
ま
す
。

月　　日 開催時間 地　域　班　名 　開　催　場　所 電　話

令和5年
12月 13日 (水) 13:30 北小野班 北小野地区センター(多目的ホール） 52-0552

12月 14日 (木) 13:30 楢川班 楢川小中学校(家庭科室） 0264-34-2004

令和6年
1月 17日 (水) 13:30 塩尻東 １班・２班・３班 塩尻東地区センター（多目的ホール） 52-4748

1月 18日 (木) 13:30 広丘 １・２・３・４班
（原新田・堅石・郷原・野村）

北部交流センター
（広丘支所）（会議室 101.102） 52-0157

1月 19日 (金) 13:30 朝日班 朝日村役場（大会議室） 99-2001

1月 23日（火）
9:30 片丘班 2F多目的ホール 52-0125

13:30 吉田 １班・２班 吉田地区センター（多目的ホール） 86-8611

1月 24日（水）
9:30 高出 １班・２班 高出地区センター 53-8721

13:30 大門 １班・２班・３班 総合文化センター2Ｆ大会議室 54-1253

1月 25日（木） 13:30 洗馬班 洗馬支所 52-0053

1月 26日 (金) 13:30 宗賀 １班・２班 林業センター（宗賀支所・大会議室） 52-0251

1月 27日 (土) 13:30 会社・事業所等就業会員懇談会 シルバー人材センター2Ｆ大会議室 54-4567

◆◆  令和５年度 地区懇談会 日程表  ◆◆

※　各地区で開催の懇談会当日、シルバー人材センターから提供された仕事で会社・事業所等に就業されるため出席でき※　各地区で開催の懇談会当日、シルバー人材センターから提供された仕事で会社・事業所等に就業されるため出席でき
ない方及び当日都合の悪い方は、ない方及び当日都合の悪い方は、必ず他の懇談会会場に出席いただくか、1月27日（土）午後1時30分から開催しま必ず他の懇談会会場に出席いただくか、1月27日（土）午後1時30分から開催しま
す懇談会へのご出席をお願いいたしますす懇談会へのご出席をお願いいたします。。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

中
信
中
信
SS
CC
役
員
役
員

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

広丘小学校（用務員作業現場）広丘小学校（用務員作業現場）剪定作業現場剪定作業現場
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役
職
員
先
進
地
視
察
研
修

役
職
員
先
進
地
視
察
研
修

令
和
令
和
55
年
度
長
野
県

年
度
長
野
県
SS
CC
連
合
会

連
合
会

安
全
安
全
・・適
正
就
業
推
進
大
会

適
正
就
業
推
進
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
域
班
長
会
先
進
地
視
察

地
域
班
長
会
先
進
地
視
察

　

10
月
3
日
・
4
日
に
13
名
の
役
職
員
で

初
日
は
静
岡
県
湖
西
市
、
翌
日
は
山
梨
県

笛
吹
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

両
S
C
の
共
通
事
業
と
し
て
は
家
の
ゴ

ミ
出
し
、
買
い
物
、
清
掃
な
ど
1
回
30
分

程
度
で
で
き
る
軽
易
な
作
業
を
ワ
ン
コ
イ

ン
（
五
百
円
）
で
行
っ
て
お
り
、
高
齢
者

の
方
、
お
身
体
の
不
自
由
な
方
か
ら
の

ご
依
頼
が
継
続

的
に
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
自
治
体
や
お

店
等
の
協
力
の

上
、
運
営
さ
れ

て
い
る
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
湖
西

市
で
は
女
性
会

員
が
多
く
女
性

部
会
が
あ
り
、

ク
ラ
ブ
活
動
、

親
睦
事
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
が
活
発

の
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

セ
ン
タ
ー
で

様
々
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、

有
意
義
な
研
修

会
で
し
た
。

　

本
年
度
、
長
野
県
S
C
連
合
会
で
募
集

し
た
標
語
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
当
セ
ン

タ
ー
か
ら
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
の
最
優
秀
賞
「
危
険
予
知　

意
識
高
め
て
防
ぐ
事
故
」
小
島
今
朝
夫
さ

ん
が
選
ば
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
松
本
大
学
根
本
副
学
長

よ
り
「
ピ
ン
ピ
ン
き
ら
り
」
と
題
し
、
正

し
い
歩
き
方
に
よ
り
、
筋
力
を
つ
け
る
こ

と
で
、
人
生
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す

こ
と
が
大
事
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
10
月
に
行
う
普
及
啓
発
促
進
月
間

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
啓
発

チ
ラ
シ
を
配
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

地
域
班
ご
と
に
計
画
を
し
た
日
時
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に

参
加
す
る
の
は

任
意
で
す
が
、

参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
会
員
間

の
親
睦
に
も
な

り
、
情
報
交
換

の
い
い
機
会
に

も
な
り
ま
す
。

大
勢
集
ま
る
こ

と
で
、
地
域
社

会
の
理
解
と
認

識
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
に
地
域
班
長
・
職
員
17
名
で

上
田
地
域
S
C
に
伺
い
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
の
事
業
概
況
の
説
明
を
受
け
、

〇
就
業
促
進
開
拓
事
業

〇
女
性
班
活
動
事
業

〇
独
自
事
業

〇
派
遣
事
業

〇
携
帯
メ
ー
ル
を
通
じ
た
会
員
へ
の
連
絡

体
制

等
の
取
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

会
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
の
な
か
、
女
性
会
員
等
が
参
加
で
き

る
事
業
展
開
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

広丘１班広丘１班高出１・２班高出１・２班



お
疲
れ
様
で
し
た

退
会
さ
れ
た
方

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

お
悔
み

就
任
挨
拶

令
和
５
年
８
月
26
日
～
12
月
22
日
ま
で
に

�

入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

新
し
い
仲
間
で
す
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田 

中　

洋 

子 

様 

（
塩
尻
東
１
班
）

池 

田　

秀 

実 

様 

（
片
丘
班
）

小 

出　

  

厚   

様 

（
洗
馬
班
）

市　

橋　

敏　

男 

（
大
門
１
班
）

中　

村　

洋　

子 

（
塩
尻
東
１
班
）

青　

木　

百　

合 

（
塩
尻
東
１
班
）

手　

塚　

米　

子 
（
塩
尻
東
２
班
）

青　

柳　

留
実
子 
（
片
丘
班
）

宮　

原　

正　

志 

（
広
丘
１
班
）

畔　

出　

数　

義 

（
広
丘
１
班
）

竹　

内　

泰　

斗 

（
広
丘
２
班
）

青　

木　

和　

男 

（
吉
田
１
班
）

木
山
沢　

喜　

蔵 

（
吉
田
２
班
）

宮　

島　

ま
ゆ
み 

（
洗
馬
班
）

酒　

井　

清　

人 

（
洗
馬
班
）

大　

和　

幸　

一 

（
宗
賀
１
班
）

川　

上　

さ
わ
子 

（
宗
賀
１
班
）

平　

林　

重　

子 

（
宗
賀
１
班
）

安　

藤　

昭　

二 

（
宗
賀
２
班
）

早　

野　

良　

子 

（
北
小
野
班
）

上　

條　

多
喜
男 

（
朝
日
班
）

濱　
　
　

洋　

子 

（
片
丘
班
）

松　

下　

和　

子 

（
高
出
１
班
）

川
久
保　

あ
い
子 

（
高
出
２
班
）

川　

上　

睦　

一 

（
吉
田
２
班
）

佐　

藤　

清　

和 

（
洗
馬
班
）

矢
満
田　

貞　

幸 

（
洗
馬
班
）

塩　

原　

君　

子 

（
洗
馬
班
）

林　
　
　

正　

隆 

（
宗
賀
１
班
）

退　

職　
　

10
月
15
日
付

神
原　

純
子

�

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採　

用　
　

９
月
１
日
付

臨
時
職
員　

塩
原
み
さ
子

臨
時
職
員　塩

原
み
さ
子

　
９
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
早
く
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

配
分
金
の
振
込
日
は
次
の
通
り
で
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て

　
新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
開
催

　

昨
年
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
開
催

さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
間
の
交
流
も
増
え
て

さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
間
の
交
流
も
増
え
て

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
折
し
も
季
節
性

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
折
し
も
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て
い
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て
い
ま
す

の
で
基
本
的
な
感
染
対
策
に
努
め
て
活

の
で
基
本
的
な
感
染
対
策
に
努
め
て
活

動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

何
を
す
る
に
も
健
康
第
一
で
す
。
今

　

何
を
す
る
に
も
健
康
第
一
で
す
。
今

年
は
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
（
ゆ
っ
く
り

年
は
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
（
ゆ
っ
く
り

歩
き
と
早
歩
き
を
３
分
間
ず
つ
交
互
に

歩
き
と
早
歩
き
を
３
分
間
ず
つ
交
互
に

繰
り
返
す
）
を
取
り
入
れ
た
ウ
ォ
ー
キ

繰
り
返
す
）
を
取
り
入
れ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
し
っ
か
り
し
て
健
康
に
留

ン
グ
な
ど
を
し
っ
か
り
し
て
健
康
に
留

意
し
、
仕
事
に
趣
味
に
楽
し
み
た
い
と

意
し
、
仕
事
に
趣
味
に
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

　

新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

健
康
で
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ

健
康
で
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

��

編
集
委
員　
　

長
村　

隆
至

編
集
委
員　
　

長
村　

隆
至

��

水
野
有
為
子

水
野
有
為
子

��

篠
宮　

康
夫

篠
宮　

康
夫

��

小
林
ま
ち
子

小
林
ま
ち
子

��

中
嶋　

勝
義

中
嶋　

勝
義

編
集
後
記

編
集
後
記

人
事
異
動

人
事
異
動

配
分
金
振
込
日
に
つ
い
て

配
分
金
振
込
日
に
つ
い
て

　

10
月
18
日
、
百
瀬
敬
塩
尻
市
長
、
小
林

弘
幸
朝
日
村
長
及
び
塩
尻
市
議
会
、
朝
日

村
議
会
両
議
長
に
対
し
、
塩
尻
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

　

重
点
要
望
と
し
て
は
次
の
４
点
で
す
。

①
令
和
６
年
度
シ

ル
バ
ー
事
業
推

進
の
た
め
の
補

助
金
増
額

②
最
低
賃
金
引
上

げ
等
に
伴
う
会

員
配
分
金
の
予

算
確
保

③
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
る
事
務
費

の
予
算
確
保

④
例
年
以
上
の
事

業
発
注
の
確
保

　

両
市
村
か
ら
シ

ル
バ
ー
の
厳
し
い

状
況
に
つ
い
て
御

理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
1
月
15
日（
月
）　
●
4
月
15
日（
月
）

●
2
月
15
日（
木
）　
●
5
月
15
日（
水
）

●
3
月
15
日（
金
）　
●
6
月
17
日（
月
）

地
域
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
へ
の

地
域
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
へ
の

支
援
の
要
望

支
援
の
要
望


